














研究目的 

子どもにとって家族は,選択の余地なく宿命的に与えられる集団である。そこで彼らは,後

日の人間形成に決定的とも言える影響を心身発達上に受ける。しかし,子どもにとってこの

ように重要な環境である家族は,今日その中に多くの問題をかかえている。急速に進行しつ

つある核家族化の中で,母親は育児の自信を失い,父親の権威も喪失し,共働きの問題など

から,子どものしつけも十分に果せず,家族の絆が次第に失われ,種々の社会的未熟児を生

み出しているのが現代家族の姿とも言えるだろう。 

本研究は，今日の若い世代における母性・父性の形成上の問題点の一端を明らかにするた

めに,彼らが数年後に関わる「親」の役割を適切に果すためのレディネス(親準備性)を,現

在どの程度形成しつつあるか,sexuality をも含めて,広義の受胎前育児学の立場から可能

な限り調査的接近を試みようとしたものである。 

本調査では,これらのうち①異性観・結婚観②性役割観③子どもの受け入れに関わる態度④

育児観⑤育児上の知識など,知識や態度的側面に限って取り扱っている。 


